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令和６年度第３回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 令和７年３月 24 日（月）10 時 30 分～12 時 00 分 

開 催 場 所 横浜花咲ビル ２階 205 研修室 

出 席 者 

（ ９ 名 ） 

北神委員長、平井副委員長、松原委員、東委員、倉根委員、細田委員、福永委員、

大塩委員、室伏委員 

欠 席 者 

（ １ 名 ） 

倉斗委員 

開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 

議 事 
１ 部会からの報告１件 

決 定 事 項 
 

議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 部会からの報告 

「青木小学校」学校規模適正化等検討部会における検討状況について 

 

（事務局から資料について説明） 

 

（北神委員長） 

事務局から説明があった内容を踏まえて、御意見や御質問などがありましたら、

お願いいたします。 

資料の１－１において、５つほど検討部会での主な意見が明記されているのです

が、この部分について、明後日開催される検討部会で回答するということでよろし

いでしょうか。 

 

（事務局） 

 その通りです。 

 

（北神委員長） 

事務局の方から回答をされるということですが、既に回答をつくられているので

あれば、この場でお示しすることは可能なのでしょうか。 

 

（事務局） 

正式には３月 26 日に回答することとしておりますので、詳細な説明は差し控え

させていただきますが、このようなご意見をいただいた中で、法令面（建築基準法・

日影規制等）や技術的な観点も含めましてチェックをさせていただいています。敷

地が狭いこと、スケジュール・時期的なこともあわせて、いただいた御意見につい

ては、正直難しいといった方向での回答になるかと思います。 

 

（細田委員） 

敷地の狭い中で増築は非常に難しいと思います。６ページに小学校が６校ありま

すが、この中で、青木小学校の地域割りというか、いろいろな自治会が重なってる

とか、その辺りの実態がよく分からないですが、例えば二谷小学校の方にこの地域

は動かす、別の地域はこちらに動かすというようなことをした上で青木小学校の児
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童をできる限り少なくして、やっていくことの方が望ましいと思います。 

ただ、地域住民の方からは、「そっちに動くのはいやだ」といった意見が必ず出て

きます。ただ、私の地域の小学校の時も 15 年ぐらい前に統合したことがあるのです

が、はじめは嫌がっていましたが、２、３年したら次第に問題は薄れてなくなって

いきます。敷地がないのであればそのような策を考えるのも一つの方法だと思いま

す。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。物理的にかなり難しい状態になっておりまして、通学区

域の見直しを一つの方策として示していきたいと考えています。 

昨年、青木小学校は 150 周年を迎えており、大変歴史がある学校でして、地域の

方々の学校への想いも強いということもあります。今回は自治会町内会の区域図は

資料に載せておりませんが、日頃から自治会町内会のみなさまはじめ学校を支えて

いただいておりますので、26 日の検討部会で通学区域変更案をお示ししますが、そ

の中で皆さんに率直に意見交換させていただいて、少しでも良い形で解決策を導い

ていけたらと考えているところです。 

 

（平井委員） 

地域の反発はもちろんあると思うのですが、行く先の小学校は大丈夫なのですか。 

 

（事務局） 

部会ニュース６ページをご覧ください。青木小学校の周辺に５つの小学校があり

ますが、全ての小学校が教室に余裕があるかというと、そうでもない状況です。例

えば、青木小学校のすぐ右側に幸ケ谷小学校がありますが、横浜市の中でも特別な

学校で、臨海部にマンションが急激に増えたということで、幸ケ谷小学校はグラウ

ンドに増築校舎が建っており、近くの公園をグラウンド代わりにお借りしている学

校となっています。そのため、幸ケ谷小学校への学区変更は難しいと思っています。 

他の周辺小学校も余裕教室が多くある訳ではないので、今いただいたご意見のよ

うに、通学区域の見直しを行った際に、周りの小学校にどこまで受け入れることが

できるのか、といったデータをお示ししながら通学区域の見直しの検討・議論を進

めたいと考えています。 

 

（北神委員長） 

通学区域変更を行った際、学区が変更となるこどもたちが本当に新しい学区の学

校に行けるかどうかは、特に市の中心部なので、子どもの人数等、予測が難しいと

は思いますが、そこは事務局で確認済みということだと思います。 

もう一つ気になっているところが、マンション開発がどこまで読み切れるかとい

うことで、特に大型マンションと言われているところは価格帯がかなり高く設定さ

れていて、そこにどれくらい子育て世代が入ってくるのかが予測しづらい部分だと

思います。地域住民の方もそこの部分が一番不安で本当に見込み通りの数なのか。

逐一、新しいデータに更新しながら丁寧に御説明をしていただいて、それでも 10 年

後には千人を超える学校規模になるのだということで、ご理解いただけるよう、丁

寧な説明をお願いしたいと思います。 
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（東委員） 

児童生徒数が増加するというのは新しくできるマンションのことのみが反映され

ているのか、それとも地域全体の人口の増減が含まれているのか、どちらなのでし

ょうか。 

 

（事務局） 

部会ニュース３ページに、令和 12 年度までの児童数・学級数の見込みを記載して

いますが、こちらにつきましては今年度の０歳から５歳までの青木小の学区にいる

未就学のお子さんの実数値をもとに、６年後にどう推移していくか、率を掛けて６

年後まで出している推計値となります。それに加えて、御質問いただきました２ペ

ージの左下のマンションでどれくらいこどもが増えるだろうという見込みの人数を

足しまして、実数値からの推計値とあわせたものを令和 12 年度の数値として出し

てございます。 

実数値は現在０歳のお子さんまでしかありませんので、３ページ（５）の長期的

な今後の見込みというところは、横浜市で公表している横浜市将来人口推計におい

て、神奈川区のデータをもとに、青木小に当てはめてるとどれぐらいの児童数にな

るだろう、というのが（５）でお示しした数値となります。 

 

（東委員） 

この地域のことはよく知っています。区域を見たときに幸ケ谷小が見えるのです

が、ここは国道が通っていて、青木小区域の児童が幸ケ谷小に通学するのは相当大

きな通りを通らなければならないので、幸ケ谷小に通学するのは現実的ではないと

思います。また、地図上よりもかなり距離がありますので、鉄道線路を通るのは厳

しいかなと思います。 

二谷小と斎藤分小はこれまでに議論がありましたが学校統合を見送って各校が存

続することになりましたが、三ツ沢小の教室状況はいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

三ツ沢小学校は、今年、改修工事を行っており、若干教室数は増えます。多くの

学級を受け入れる程の余裕はないのですが、ある程度の児童数は受け入れが可能な

状況です。先ほどの御質問とも重なりますが、三ツ沢小があふれるような学区の見

直しはできませんので、この程度であれば受け入れが可能という数字を試算しなが

ら、通学区域の見直し案を作成しています。そのため、児童数や教室数の見込みに

ついては、慎重に試算をしているところでございます。 

 

（大塩委員） 

この地域は坂が多く、道路一本隔てただけで結構行きにくい、行きやすい、が変

わってくる場所です。学区を区切っていく際に特別調整通学区域を設定するのがお

そらく一番現実的かなと思います。そうすると地域の反対が少なくて済むと思いま

す。また、児童数のピークが見えているのであれば期間を限定した特別調整通学区

域という考え方もあるかと思います。単純に特別調整通学区域を地域に出すと反対

も出ることがありますで、期間限定としていれば、それほど地域からのハレーショ

ンは少ないのではと思います。 
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この地図を見て分かる通り、幸ケ谷小への通学区域変更は、先ほどのお話の通り、

現実的ではありませんが、それ以外の４校にある程度分散することができれば、各

学校の負担もあまり掛からないかと思います。また、他の学校の方が近い、道路の

状況によってはこっちの学校の方が行きやすい等もあると思いますので、そういう

ところをうまく探して、特別調整通学区域を設定するのも良いかと思いました。 

 

（事務局） 

特に未就学でこれから青木小に通ってくるお子さんの保護者の方からは、第１回

の部会ニュースを全戸配付した現時点でも様々な御意見いただいています。どの形

が良いのか解決策を引き続き、考えていければと思います。 

 

（北神委員長） 

他に質問等はございませんか。 

 

（委員意見なし） 

 

（北神委員長） 

当議題については、今月 26 日に第２回検討部会が開催されますので、それが終わっ

た後に、当委員会に検討状況が報告されます。また、その場で委員の皆さまには、

さまざまな視点から御意見いただければと思います。それでは、本件については以

上とさせていただきます。これにて、本日用意した議事につきましては、全て終了

とさせていただきますので、事務局に連絡事項をお願いします。 

 

（事務局） 

本日は貴重な御意見ありがとうございました。次回の検討委員会については未定

となっております。時期等が決まりましたら、改めて日程の連絡をさせていただき

ますので、よろしくお願いします。 

 

（北神委員長） 

 本日の委員会は以上になります。お疲れ様でした。 

 

資    料 

・ 

特 記 事 項 

【資料】 

・「次第」 

・「委員名簿」 

・「座席表」 

・「青木小学校」学校規模適正化等検討部会における検討状況について 

・「青木小学校」学校規模適正化等検討部会ニュース（第１号） 

 

【特記事項】 

なし 

 


